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≪幹事会のうごき≫  平成 26年 10 月 17 日（金）15:00～17:00、一般財団法人日本水産油脂協会新館において 

平成 26 年度第 6回幹事会が開催された。 

・10月23日（木）に開催される公開講演会および懇親会について、最終的な打ち合わせが行われた。 

・「機能性表示に関するシステマティックレビュー」に対して、改めて検討した。また、10月15日の「消費者委員会食

品表示部会」でn-3系脂肪酸が栄養機能食品として追加される方針が示された旨の報告があった。 

 

  ＜報告＞ 

  この度新しく、スメーブジャパン（株）および（株）ミヤビマーレが正会員として入会されました。 

公開講演会 

森永乳業株式会社  清水 隆司 

  本年も、当協議会の主催する大きなイベントの 1つである「公開講演会」を、10 月 23 日に東京・青山のアイビー

ホール青学会館にて開催致しました。この公開講演会は、5 月の通常総会時に同時開催する会員限定の総会講

演会とともに、会員の皆様の関心の高いと思われるテーマを学術情報分科会及び幹事会のメンバーが時間をか

けて検討し、そのテーマに最も相応しい第一線でご活躍中の先生を講師にお招きして開催しています。 

  本年の公開講演会は実に第 16 回ということで、これまで多くの分野の先生方にご講演頂きましたので、正直な

ところ DHA・EPA に関する一通りの話題が出尽くしたとも感じていました。テーマの検討に多くの時間をかけました

が、最終的には新たな機能性表示制度に向けた取り組みが進行中ということで『DHA・EPA の新機能を求めて』と

いうテーマを設定し、改めて DHA・EPAの持つ機能性について考えようということになりました。 

  今回も 3 名の先生をお招きし、東京農工大学・大学院の三浦 豊先生には、「エピジェネティクスと栄養: 基礎的

側面から食品によるエピジェネティクな調節までの概説」と題して、近年話題になることが多い栄養と遺伝子発現

の関係について大変判り易く解説頂きました。 

  2 題目では、東京都医学総合研究所の村上 誠先生に、「リン脂質からオメガ 3 脂肪酸を動員するホスホリパー

ゼ A2」と題して、生体内での DHA・EPA の機能発現におけるキーファクターとしてのホスホリパーゼ A2に関する最

先端の研究成果をご紹介頂きました。このご講演で、これまで栄養学的な介入研究によって明らかにされてきた

DHA・EPA の生体での機能発現が局所性を持つことの意味や、新たな機能の可能性についてご理解頂けたので

はないかと思います。 

  そして最後に、昨年に引き続き 2回目のご講演となる日本水産株式会社・生活機能科学研究所の辻 智子先生

に、「眼科領域におけるオメガ3系脂肪酸の機能性」と題して、特にEPAの眼科領域における新たな機能性につい

て最新の研究結果を解説頂きました。 

  毎月会員の皆様にお届けしている「一般情報・学術情報」とともに、総会講演会と公開講演会において DHA・

EPA に関する最新の有益情報を発信することは、当協議会の大きな使命です。幹事会や分科会でも引き続き検

討して参りますが、会員の皆様からも関心のあるテーマや素材についての情報を幹事会宛にお寄せ頂ければ、今

後の開催内容に反映させることが出来ます。是非とも積極的な講演会のご活用をお願い致します。 
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